
菅
原
山
天
満
寺
宝
珠
院
調
査
報
告

藤
巻
和
宏

現
在
、
科
学
研
究
費
補
助
金

・
挑
戦
的
萌
芽
研
究

「宝
珠
院

所
蔵
資
料

の
基
礎
的
研
究
」
の
研
究
代
表
者
と
し
て
、
大
阪
府

す
が
わ
ら
さ
ん
て
ん

ま

じ

ほ
う
し
ゅ
い
ん

大
阪
市
北
区
に
所
在
す
る
菅
原
山
天
満
寺
宝
珠
院

の
資
料
調
査

を
お
こ
な

っ
て
い
る
。
調
査
を
開
始
し
て
二
年
目
、
右
の
助
成

を
受
け

て

一
年
目
で
あ
り
、
ま
だ
資
料
の
全
貌
を
把
握
す
る
こ

と
す
ら

で
き
な

い
段
階
で
あ
る
が
、
本
稿
は
こ
れ
ま
で
の
調
査

経
過
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

一

宝
珠
院

の
文
化
財

宝
珠
院
は
、
現
在
は
真
言
宗
御
室
派
に
所
属
す
る
寺
院
で
あ

り
、
ま
た
、
か
つ
て
大
阪
天
満
宮
の
神
宮
寺

で
あ

っ
た
と
も
推

定
さ
れ
て
い
る
。
近
世
に
作
成
さ
れ
た
縁
起
に
よ
る
と
、
空
海

(七
七
四
～
八
三
五
)
に
よ
り
建
立
さ
れ
、
菅

原
道
真

(八
四
五

～
九
〇
三
)
と
も
関
係
が
あ

っ
た
と

い
う

こ
と
だ
が
、
草
創
期

の
詳
細
を
伝
え
る
資
料
は
存
在
し
な

い
。
中
世
以
降
は
、
鎌
倉

・

室
町

・
江
戸
時
代

の
仏
像
も
残
る
も
の
の
、
寺
院

の
実
態
的
な

側

面

に

つ
い

て
は
、

資

料

か

ら

断

片

的

に
、
応

永

三
年

二

三
九
六
)
に
摂
津
国
豊
嶋
郡
と
大
和
国
添

下
郡
を
寺
領
と
し

て

寄

進

さ

れ

た

こ

と

や
、

山

科

言

経

(
一
五

四

三

～

一
六

一
一
)
・
古
田
織
部

(
一
五
四
四
～

一
六

一
五
)
・
藤
原
怪

窩

(
一
五
六

一
～

一
六

一
九
)
ら
文
化
人
と
の
交
流
な
ど
が
指

摘
さ
れ
る
に
と
ど
ま
る
。
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第

二
次
世
界
大
戦
の
大
阪
大
空
襲

に
よ
り
大
阪
市
は
甚
大
な

被
害
を
蒙
り
、
宝
珠
院
も
例
外
で
は
な
か

っ
た
。
多
く
の
寺
宝

が
失
わ

れ
た
が
、
宝
蔵
は
奇
跡
的
に
被
害
を
免
れ
、
こ
こ
に
収

蔵
さ
れ
て
い
た
文
献

・
絵
画
資
料
が
現
在
に
伝
存
す
る
。

か

つ
て
大
阪
市
教
育
委
員
会
が
宝
珠
院

の
文
化
財
調
査
を
お

こ
な

っ
た
が
、
こ
れ
は
主
と
し
て
仏
像
を
対
象
と
す
る
も

の
で

あ
り
、
文
献
と
絵
画
に

つ
い
て
は
ほ
ぼ
手
付
か
ず

の
状
態

で
あ

る
。
大

阪
市
教
育
委
員
会

『大
阪
市
内
所
在

の
仏
像

・
仏
画

宝
珠
院

の
仏
像
に
つ
い
て
』

(『大
阪
市
文
化
財
総
合
調
査
報
告

書
』
二
三
、
二
〇
〇
〇
)
か
ら
、
こ
の
時
に
調
査
さ
れ
た
仏
像
を

挙
げ
て
お
く
。

・
木
造
弥
勒
菩
薩
立
像

(十
三
世
紀
後
半
)

・
木
造
十

一
面
観
音
菩
薩
立
像

(十
三
世
紀
後
半
)

・
木
造
天
部
像

(室
町
時
代
)

・
木
造
仏
寵

(宝
永
八
年
11

一
七

一
こ

・
木
造
五
大
明
王
像

(十
七
世
紀
後
半
～
十
八
世
紀
前
半
)

・
木
造
地
蔵
菩
薩
立
像

(平
安
時
代
末
期
か
)

こ
れ

に
加
え
、
ご
く
簡
単

に
で
あ
る
が
、
以
下
の
文
書
と
仏

画
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

・
『摂
州
西
成
郡
大
坂
天
満
菅
原
山
天
満
宮
寺
宝
珠
院
略
縁

起
』
(江
戸
時
代
末
期

・
木
版
墨
刷
)

ニ
　
　
　

・
寄
進
状

(応
永
三
年
二
月
朔
日
権
中
納
言
雅
口
)

・
古
田
織
部
書
状

(年
紀
な
し
)

・
絹
本
著
色
釈
迦
三
尊
十
六
羅
漢
図

・
絹
本
著
色
仏
浬
葉
図

(寛
文
八
年
11

一
六
六
八
)

・
絹
本
著
色
薬
師
如
来
画
像

(天
保
八
年

11

一
八
三
七
)

・
絹
本
著
色
弥
勒
菩
薩
画
像

(天
保
七
年

11

一
八
三
六
)

・
絹
本
著
色
普
賢
菩
薩
画
像

(天
保
十

一
年

11

一
八
四
〇
)

・
絹
本
著
色
地
蔵
菩
薩
画
像

(天
保
四
年

11

一
八
三
三
)

・
絹
本
著
色
両
界
曼
茶
羅
図

(文
政
二
年

11

一
八

一
九
)

・
紺

紙

金

泥

種

子

星

曼

茶

羅

図

(
文

政

十

一
年

11

一
八
二
八
)

・
紙
本
著
色
阿
字

(元
禄
元
年
11

一
六
八
八
)

・
絹
本
著
色
弘
法
大
師
画
像

(室
町
時
代
末
期
)

・
絹
本
墨
画
渡
唐
天
神
像

(狩
野
元
信
)

・
絹
本
墨
画
渡
唐
天
神
像

・
紙
本
墨
画
束
帯
天
神
像

・
紺
紙
金
泥
畢
寛
安
楽
経

(寛
文
元
年
11

一
六
六

こ
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・
紙
本
著
色
浪
花
名
所
図
会

・
朝
日
に
松
図

(英

一
蝶
)

・
住
吉
明
神
号

(伝
曲豆
臣
秀
吉
筆
)

・
九
字
名
号

(慈
雲
)

こ
れ
ら

の
う
ち
、
木
造
弥
勒
菩
薩
立
像

・
木
造
十

一
面
観
音

菩
薩
立
像

・
木
造
仏
舘

の
三
点
は
大
阪
市
指
定
文
化
財
で
あ
る

が
、
今

年
度
、
さ
ら
に
木
造
地
蔵
菩
薩
立
像
と
古
田
織
部
書
状

の

二
点

が
指

定

さ
れ
、

二
〇

一
二
年

十

二
月

五

日

か
ら

二
〇

=
二
年

二
月
二
十
五
日
に
か
け
て
大
阪
歴
史
博
物
館

で
展

示
さ
れ
た

(た
だ
し
地
蔵
像
は
写
真
パ
ネ
ル
に
よ
る
展
示
)
。

二

調
査
開
始
ま

で
の
経
緯

縁
あ

っ
て
、
私
は
こ
の
宝
珠
院
を
調
査
す
る
機
会

に
恵
ま
れ

た
が
、
寺
院
資
料
の
悉
皆
調
査
に
は
多
大
な
時
間
と
人
員
を
要

す
る
。

二
〇

一
一
年
三
月
ま
で
東
京
在
住

で
あ

っ
た
た
め
、
ま

ず
は
大
阪
で
の
調
査

メ
ン
バ
ー
を
編
成
す
る
こ
と
か
ら
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

二
〇

一
一
年
六
月
十

一
日
、
以
前
か
ら
研
究
上

の
交

流
が

あ

っ
た
関
西
在
住

の
坂
口
太
郎

・
橋
本
正
俊

・
舩
田
淳

一
の
三

氏
と
と
も
に
宝
珠
院
を
訪
れ
、
予
備
調
査
を
お
こ
な

っ
た
。
現

状
で
は
、
多
く
の
文
献
資
料
が
木
箱
に
収
め
ら
れ
る
が
、
木
箱

の
破
損
や
不
足
に
よ
り
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
に
移
さ
れ
て
い
る
も
の

も
あ
る
。
こ
れ
ら
が
上
下
二
段

の
棚
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
下

段

の
箱
数
は
約
八
十
で
、
上
段
は
未
整
理
状
態

で
正
確
に
数
え

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
四
十
箱
程
度
と
推
測
さ
れ
る
。
箱

の
形

状
も
大
き
さ
も
区
々
で
あ

る
が
、
も

っ
と
も
多

い
の
が
高
さ
70

㎝
前
後

×
幅

20
㎝
強

×
奥
行
き
30

㎝
強

の
倹
能
箱
で
あ
り
、
そ

の
中
に
五
十
冊
前
後
の
冊
子
本
が
収
ま
る
。
冊

子
形
態

の
典
籍

以
外

に
、
巻
子
本
そ
の
他

の
形
態

の
も

の
も
存

し
、
内
容
は
内

典
外
典

の
多
種

に
わ
た

る
。
ま
た
、
絵
画
も

百
点
ほ
ど
あ
る
。

数
量

・
種
類
と
も
に
、
多
く

の
研
究
者
の
協
力

な
し
に
は
調
査

が
立
ち
ゆ
か
な

い
こ
と
は
確
実
で
あ

っ
た
。

私
は
東
京
在
住
時
よ
り
数
箇
寺
の
調
査
を
経
験
し
て
き
た
が
、

も

っ
と
も
長
期
に
わ
た
り
調
査
を
し
て
い
る
の
は
京
都
市
山
科

区

の

大

本

山

随

心

院

(
真

言

宗

善

通

寺

派

)

で

あ

る
。

一
九
九
九
年

に
個
人
的
な
調
査
を
お
こ
な

っ
て
以
降
、
年

に
数

回

の
調
査
を
続
け
、
後
に
同
行
者
が
増
え

て
、

二
〇
〇
三
年
度

に
は
国
文
学
研
究
資
料
館

の
共
同
研
究

「
随
心

院
聖
教
に
見
る
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文
学
関
係
資
料
、
お
よ
び
寺
院
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る
研
究
」

の
研
究

助
成

に
採
択

(研
究
代
表
者
は
同
朋
大
学

の
渡

辺
信

し
ょ
う
ぎ

ょ
う

和
)
。
助
成
期
間
終
了
後
も
、
私
的
な
研
究
会

「随
心
院

聖

教

調
査
研
究
会
」
と
し
て
調
査
を
継
続
し
て
き
た
。

一
方
、
前
任

校
で
は
研
究
代
表
者
と
し
て
科
学
研
究
費
補
助
金

・
若
手
研
究

(A
)
「
中
世
南
都
宗
教
言
説
史
の
構
築
」
(二
〇
〇
八
～

一
〇
年

度
)
に
採
択
さ
れ
た
。
中
世
南
都

の
寺
社

・
神
仏
を
め
ぐ
る
諸

言
説
の
展
開
を
見
と
お
す
こ
と
に
よ
り

「宗
教
言
説
史
」
と

い

う
新
た

な
枠
組
み
の
構
築
を
目
指
す
研
究
課
題
で
あ

っ
た
が
、

そ
の
基
礎
作
業
と
し
て
、
随
心
院
を
含
む
諸
所
の
寺
院

・
文
庫

・

図
書
館

に
所
蔵
さ
れ
る
未
公
刊
資
料
の
調
査
を
お
こ
な

っ
た
。

こ
う

し
た
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
中
で
と
も
に
調
査
を
し
て
き

た
研
究
者
に
声
を
掛
け
、
随
心
院
聖
教
調
査
研
究
会
を
母
体
と

し
、
他

の
寺
社
関
係

の
資
料
調
査
に
も
対
応
で
き
る
組
織
と
し

て

「寺

社
資
料
調
査
研
究
会
」
を
立
ち
上
げ
た
。

メ
ン
バ
ー
は

関
東
、
東
海
、
関
西
、
九
州
の
各
地
域
在
住
者
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
設
立
時
に
は
二
十
三
名
、
現
在
は
三
十
二
名
を
数
え
る
。

三

こ
れ
ま
で
の
調
査
参
加
者

こ
の
中
で
、
宝
珠
院
調
査

へ
の
参
加
希
望
者

の
協
力
を
得

て
、

定
期
的
に
調
査
を
継
続
し
て
い
る
。
原
則
と
し
て
月
に

一
回

一

日
。
参
加
者
は
関
西
在
住
者
が
中
心
と
な
る
が
、
長
期
休
暇
中

に
は
三
日
程
度
の
日
程
を
組
み
、
他
地
域
在
住
者
も
参
加
す
る
。

二
〇

一

一
年

六
月
十

一
日

の
予
備

調
査

を

第

一
回
と
し

て
、

二
〇

=
二
年

一
月
二
十
日
ま
で
に
計
十
八
回
、

延
べ
二
十
八
日

の
調
査
を
お
こ
な

っ
た
。
以
下
に
、
こ
れ
ま
で
の
参
加
者
を
示

す

(五
十
音
順
)
。
な
お
、
肩
書
き
は
二
〇

=

二
年

一
月
末
日
現

在
の
も
の
と
し
、
併
せ
て
専
門
分
野
を
記
す
。

・
植
田

麦

(群
馬
工
業
高
等
専
門
学
校
講
師
/
日
本
文

学
)

・
太
田
有
希
子

(早
稲
田
大
学
大
学
院
生
/

日
本
文
学
)

・
大
塚

紀
弘

(国
士
舘
大
学
非
常
勤
講
師
/
日
本
史
)

・
大
橋

直
義

(和
歌
山
大
学
准
教
授
/

日
本
文
学
)

・
坂
口

太
郎

(京
都
大
学
大
学
院
生
/

日
本
史
)

・
佐
々
木
雷
太

(中
国

・
山
東
大
学
威
海
校
区
翻
訳
学
院
日

本
語
教
師
/
日
本
文
学
)

・
清
水

紀
枝

(日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
/
日
本
美
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術

史

)

・
大

東

・
西

尾

史

)

・
貫

井

・
橋

本

・
花

川

・
浜

畑

・
日

沖

・
舩

田

想

史

)

・
古

川

・
牧

野

・
森

・
吉

田

文

学

)

・
渡

邉

以

上

、

敬
明

(國
學
院
大
學
助
教
/
神
道
学
)

知
己

(
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
/
日
本

淳 敦 圭 真 正 裕
一 子 吾 子 俊 恵

誠 和 撮
唯 子 夫 一

(早
稲
田
大
学
大
学
院
生
/
日
本
史
)

(摂
南
大
学
准
教
授
/
日
本
文
学
)

(京
都
大
学
大
学
院
生
/
日
本
史
)

(龍
谷
大
学
非
常
勤
講
師
/
日
本
文
学
)

(神
戸
学
院
大
学
講
師
/
日
本
文
学
)

(日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
/
日
本
思

(大
和
文
華
館
学
芸
員
/
日
本
美
術
史
)

(実
践
女
子
大
学
教
授
/
日
本
文
学
)

(九
州
産
業
大
学
講
師
/
日
本
文
学
)

(兵
庫
大
学
短
期
大
学
部
兼
任
講
師
/
日
本

二
十
名
。

比
較
的
点
数

の
少
な

い
絵
画

卓

(國
學
院
大
學
兼
任
講
師
/
日
本
文
学
)

藤
巻
を
含
め
二
十

一
名
で
あ
る
。

(仏
画
を
中
心
と
し
た
絵
軸
)

は
古

川

一
人
に
任
せ
、
他
は
文
献
資
料
を
担

当

し

て
い
る
。

二
〇

一
一
年
度
は
助
成
金
も
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協

力
し
て
い
た
だ

い
て
い
た
が
、
二
〇

一
二
年
度

よ
り
藤
巻
を
研

究
代
表
者
と
し
て
科
学
研
究
費
補
助
金

・
挑
戦
的
萌
芽
研
究

「宝

珠
院
所
蔵
資
料
の
基
礎
的
研
究
」
(
二
〇

一
二
～

一
四
年
度
)
に

採
択
さ
れ
、
参
加
者
に
旅
費
と
謝
金
を
支
払
う

こ
と
が
可
能
と

な

っ
た
。
ま
た
、
調
書
デ
ー
タ
の
入
力
は
前
嶋

茜

(近
畿
大
学

大
学
院
生
/
日
本
文
学
)
に
依
頼
し
て
い
る
。

こ
ち
ら

の
謝
金

も
科
研
費
か
ら
の
支
出
で
あ
る
。

四

調
査
方
法

ま
ず
は
、
所
蔵
資
料
の
全
貌
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
資

料
が
、
た
だ
そ
こ
に
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
、

ほ
と
ん
ど
情
報

を
得
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
ど
の
よ
う
な
種
類

の
資
料
が
全
部

で
何
点
あ
り
、
ど
う
分
類
さ
れ
、
ど
う

い
う
順
序

で
保
管
さ
れ

て
い
る
の
か
。
そ
れ
を
知
る
た
め
に
は
目
録
が
必
要
と
な
る
。

多
く

の
寺
院
で
、
什
物
や
蔵
書

の
目
録
が
作

成
さ
れ
た
。
宝

珠
院
に
も
、
近
世
か
ら
近
代

に
か
け
て
作
成
さ
れ
た
目
録
が
何

点
か
伝
存
す
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
数
百
年

の
長
き
に
わ
た
る
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宝
珠
院
所
蔵
資
料
群

の
動
態

(書
写

・
校
合

・
貸
借

・
伝
授

・

整
理
…
等
)
の

一
面
を
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
、
非
常
に
貴
重

な
資
料

で
あ
る
と
言
え
る
が
、
し
か
し
、
こ
れ
ら

の
目
録
と
現

在

の
所
蔵
状
況
と

の
間
に
は
、
当
然

の
こ
と
な
が
ら
懸
隔
が
あ

る
。
す

で
に
失
わ
れ
て
し
ま

っ
た
資
料

の
名
が
見
え
る

一
方
で
、

こ
れ
に
記
載

の
な
い
資
料
が
現
存
す
る
こ
と
も
あ
る
。
あ
く
ま

で
、
そ

の
目
録
が
作
成
さ
れ
た
時
点

で
の
所
蔵
状
況
が
記
さ
れ

て
い
る

の
で
あ
り
、
続
々
と
移
り
変
わ
る
経
蔵

の
蔵
書
体
系
と

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
即
応
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
は
、
所

蔵
さ
れ

る
す
べ
て
の
書
物
が
記
載
さ
れ
る
と
も
限
ら
な
い
。
そ

も
そ
も
、
寺
院
経
蔵

の
目
録
は
、
内
典
を
中
心
に
ま
と
め
ら
れ

て
お
り
、
教
理
に
関
わ
ら
な
い
外
典
類
は
記
載
さ
れ
に
く
い
傾

向
に
あ

る
。
つ
ま
り
、
既
存
の

(特
に
前
近
代
の
)
目
録
に
よ

っ

て
所
蔵
資
料

の
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
は
不
可
能
な

の
で
あ

る
。そ

こ

で
、

一
点

一
点
の
資
料
に
番
号
を
付
け
な
が
ら
調
書
を

取
る
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
、
箱
に
番
号
を
付
け
、
そ
の
中
の
典

籍
に
も
番
号
を
付
け
て
ゆ
く
。
例
え
ば
、

一
番
目
の
箱
の
三
番

目

の
本
な
ら
ー

-
3
。
さ
ら
に
、
そ

の
本
が
数
冊
組

み
で
あ
れ

ば
枝
番
号
を
付
け
る
こ
と

に
な
り
、
全
十
冊
の
う
ち
五
冊
目
で

あ
れ
ば
ー

-
3

-
5
と

い
う
具
合

に
。
し
か
し
、
例
え
ば
十
冊

の
う
ち
の

一
冊
が
欠
け
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

そ
れ
が
寺
院
内

に
存
在
し
な
い
場
合
も
あ
れ
ば
、
他
の
箱

に
紛

れ
込
ん
で
い
る

場
合
も
あ
る
。
番
号
を
付
け
な
が
ら
復
原

で
き

る
こ
と
も
あ
れ

ば
、
調
書
を
取
り
終
わ

っ
て
か
ら
気
付
く
こ
と

も
あ
る
。
そ
の

た
め
、
現
段
階
で
付
け
る
の
は
、
あ
く
ま
で
仮

の
番
号
で
あ
る
。

ま
ず
は
大
雑
把
に
で
も
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
が
先
決
で

あ

る
と
考
え
、
調
書

の
項
目
を
最
低

限
に
抑

え
、
簡
易
目
録

(棒
目
録
)
を

二
年
目

(科
研

の

一
年
目
)
に
完
成
さ
せ
る
予
定

で
あ

っ
た
。
し
か
し
予
想
以
上
に
難
航
し
、
現
時
点
で
調
査
は

よ
う
や
く
五
十
五
箱
目
に
達
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

(デ
ー
タ
入

力
は
五
十
二
箱
目
)
、
ま
だ
全
体

の
半
分
に
も
満

た
な
い
。
助
成

期
間
の
残
り
二
年

で
は
、
目
録
の
完
成
に
す
ら

到
達
で
き
な

い

可
能
性
が
濃
厚
と
な

っ
て
き
た
が
、
と
も
あ
れ
毎
回
の
調
査
を

続
け
て
ゆ
く
し
か
な

い
。

調
書
項
目
は
以
下
の
と
お
り
。

①
仮
番
号

(第
口
函
/
第
口
号
/
枝
番
口

～
口
)

②
貼
紙
番
号
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③

書

記

形

態

(写

・
刊

)

④

外

題

⑤

内

題

(内

題

が
な

い
場

合

は
、

扉

題

・
目

録

題

・
序

題

・

柱

題

・
尾

題

・
蹟

題

等

の

い
ず

れ

か
)

⑥

調

査

者

認

定

書

名

⑦

装

丁

(
巻

子

・
折

本

・
旋

風

葉

・
粘

葉

装

・
列

帖

装

・

袋

綴

[口

目

]
・
包

背

装

・
仮

綴

・

一
枚

・
畳

・
洋

装

・
他

)

※
⑧

表

紙

(原

・
後

)

/

色

/

文

様

※
⑨

料

紙

(
楮

・
斐

・
楮

斐

・
三

極

・
宿

・
問

似

合

・
近

代

紙

・
他

)

/

厚

さ

・
加

工
法

等

(
薄

・
厚

)

(打

・

漉

返

・
他

)

⑩

数

量

(
軸

・
帖

・
冊

・
枚

・
他

)

/

残

存

状

況

(
全

・

部

分

)

⑪

寸

法

(表

紙

口

糎

×
口

糎

)

/

※
題

籏

/

※
匡

郭

(単

・

双

)
、

界
線

(
墨

・
白

・
押

・
他

)
、

字

高

⑫

紙

数

(遊

紙

・
墨

付

・
白

丁

の
区

別

せ
ず

)

計

□

(丁

・

紙

・
折

)

※
⑬

保

存

状

態

(良

・
並

・
悪

[破

・
汚

・
疲

・
虫

]
)

/

補

修

(有

・
無

)

⑭
蔵
書
印
等

(印
文
)

⑮
所
持

・
所
蔵

に
関
す
る
書
入

(有

・
無

)
/
位
置
/
文

面
⑯
書
写

・
刊
行
年
月
日

⑰
書
写

・
刊
行
者

⑱
そ
の
他

(奥
書
等
)

⑲
裏
面
記
入

(有

・
無
)

調
査

の
進
展
に
よ
り
、
項
目
の
追
加

・
削
除

・
変
更
も
あ

っ

た
が
、
現
時
点
で
は
右
の
と
お
り
。

一
般
的
な
典
籍
調
査

の
項

目
と
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
な
い
が
、
簡
易
目
録
な

の
で
、
※

印
を
付
し
た
項
目
は
原
則
と
し
て
取

っ
て
い
な

い
。
そ
れ
で
も

か
な
り
の
情
報
量
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
②
の
貼
紙
番
号
と
は
、
「菅
原
山
宝
珠
院
」
の
朱

印
が
捺
さ
れ
た
紙
片
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
漢
数

字
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
が
表
紙
右
上
に
貼
付
さ
れ
て
い
る
典

籍
が
あ
り
、
あ

る
時
点
で
の
蔵
書

の
整
理
分
類
状
況
を
示
し
て

い
る
こ
と
に
気

付

い
た
た
め
、
途
中
で
こ
の
項
目
を
追
加
し
た
。
近
世

の
目
録

と

一
部
は
重
な
る
が
、
目
録

に
記
さ
れ
な
い
典
籍

に
も
貼
ら
れ

て
い
た
り
、
逆
に
、
貼
付
さ
れ
て
い
な

い
も

の
も
あ

っ
て
完
全

[69]



で
は
な

い
が
、
蔵
書
群
の
動
態
を
考
え
る
上
で
あ
る
程
度

の
指

標
に
な

る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
こ
れ
に
類
す
る
情
報
は
典
籍
を
収
納
す
る
木
箱
か
ら

も
見

い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
箱
内

の
典
籍
の
名
称
や
伝
来
経

緯
が
箱

の
側
面

・
背
面
、
あ
る

い
は
蓋
の
表

・
裏
に
墨
書
さ
れ

て
い
る

ほ
か
、
漢
字

・
漢
数
字

の
記
さ
れ
た
紙
片
が
貼
付
さ
れ

て
い
る

こ
と
も
あ
る
。
漢
数
字
は
、
典
籍
に
貼
ら
れ
る
も

の
と

同
様
、
近
世

の
目
録

に

一
部

一
致
す
る
も

の
の
、
そ
れ
が
箱
内

の
典
籍

と
必
ず
し
も

一
致
し

て
い
る
と
は
限
ら
な

い
。
書
写
、

校
合
、
貸
借
、
伝
授
、
整
理
等
を
経

て
、
何
度
も
入
れ
替
え
ら

れ
た
り

し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
数
字
以
外

の
漢
字
が

記
さ
れ
た
紙
片
も
散
見
し
、
お
そ
ら
く
千
字
文
に
よ
る
分
類
の

痕
跡
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
と
対
応
す
る
目
録
は
現

時
点

で
は
見
付
か

っ
て
い
な

い
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
よ
う
に
箱

自
体
も
曲豆
富
な
情
報
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
情

報
も
詳
細
に
記
録
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
箱

の
破
損
も
多

く
、
補

修

・
新
調
も
必
要
と
な

っ
て
く
る
が
、
こ
う
し
た
箱
自

体
の
価
値

・
情
報
の
保
存
と
の
両
立
が
課
題
と
な
ろ
う
。

五

今
後

の
展
望
と
宝
珠
院
調
査

の
意

義

簡
易
目
録
が
完
成
す
れ
ば
、
所
蔵
資
料

の
全
体
像
を
見
渡
す

こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
し
て
、
次
の
段
階
で
は
、
こ
の
目
録

に
基
づ
き
、
そ
れ
を
増
補

・
修
正
し
な
が
ら
詳
細
な
書
誌
情
報

を
記
録
し
て
ゆ
く
。
そ
の
項
目
は
、
前
掲

の
基
本
的
な
書
誌
事

項
の
ほ
か
、
典
籍
の
内
容
に
立
ち
入

っ
た
事
項

(例
え
ば
構
成

・

章
段
名

・
他
資
料
と

の
関
係

・
挿
絵

の
内
容

…
等
)
も
含
む
。

こ
う
し
た
情
報
に
基
づ
き
詳
細
な
目
録
を
作
成

す
る
の
で
あ
る

が
、
研
究
者

に
と

っ
て
有
用
な
情
報
を
概
観
し
、
検
索
し
や
す

い
形
式

の
目
録
を
目
指
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
検
索
を
支
援
す

る
基
本
的
な
書
誌
情
報
に
加
え
、
調
査
者

の
知

見
に
よ

っ
て
関

連
付
け
ら
れ
る
べ
き
そ

の
他
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

・
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て
情
報
を
抽
出
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
が
、
こ
れ
ら
の
情

報
は
画
像
デ
ー
タ
と
併
せ
て
整
理
し
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

と
し

て
各
情
報
を
関
連
付
け
た
情
報
集
積
体

と

し
て
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
し
て
ゆ
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
こ
れ
に
よ
り
、
資
料

群

の
通
時
的
な
動
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
容
易
と
な
り
、
作
業

効
率
も
格
段
に
向
上
す
る
は
ず

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
ま
で

徹
底
す
る
に
は
、
膨
大
な
時
間

・
人
員

・
資
金

の
確
保
が
必
要

[70]



と
な
る
の
で
、
次
の
科
研
費
獲
得
を
目
標
と
す
る
。

そ
れ
と
は
別
に
、
冊
子
体

の
報
告
書
を
刊
行
し
、
諸
分
野
の

研
究
者

に
配
布
し
た

い
と
考
え

て
い
る
。
こ
の
報
告
書

に
は
、

目
録
や
論
文

の
ほ
か
、
調
査

の
過
程

で
そ
の
重
要
性
が
見

い
だ

さ
れ
た
資
料
も
、
写
真
や
翻
刻
と
し
て
掲
載
し
紹
介
す
る
。
現

在

の
と

こ
ろ
、
こ
れ
ま
で
宝
珠
院
と

の
関
係
が
不
明
で
あ

っ
た

真
言
密
教
三
宝
院
流
と
の
接
点
を
う
か
が
う
こ
と

の
で
き
る
資

料
数
点
を
確
認
済
み
で
あ
る
が
、
中
で
も
、
随
心
院
所
蔵

の
三

宝
院
流
典
籍
と
系
統
の
異
な
る
写
本
で
、
か

つ
、
随
心
院
本
に

は
記
さ

れ
な
い
伝
来
経
緯
を
詳
細

に
示
す
奥
書
を
有
す
る

『玄

秘
抄
聞
書
』
等
の
典
籍
は
、
翻
刻
紹
介
す
る
価
値
が
高

い
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
、
伝
来
経
緯
は
不
明
な
が
ら
も
、
華
厳
僧
明
恵

(
一
一
七

三
～

一
二
三
二
)
関
係
資
料
と
し
て
は
新
出
で
あ
る
可

能
性

の
あ
る

『明
恵
上
人
御
入
滅
記
録
』
も
重
要
な
資
料

で
あ

る
と
推
測
し
て
い
る
。

な
お
、
右

の

『玄
秘
抄
聞
書
』
等
を
書
写
し
た

の
は
高
照
と

い
う
僧

で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
の
調
査
で
、

こ
の
高
照

の
ほ
か
、

定
照

・
智
照
と
い
う
僧
の
存
在
が
浮
上
し
た
。
十
八
～
十
九
世

紀

の
住
持

で
あ
る
が
、
彼
ら
は
高
野
山
や
四
国
等
、
多
く

の
寺

院
で
非
常
に
精
力
的
か

つ
丁
寧
に
諸
典
籍
を
書

写

・
校
合
し
て

お
り
、
書
写
奥
書

の
情
報
量
も
大
き

い
。
宝
珠
院

の
蔵
書
形
成

を
考
察
す
る
に
際
し
、
暫
定
的
に
こ
の
三
人
を
基
点
と
し
て
進

め
て
ゆ
く
こ
と
が
妥
当
で
は
な

い
か
と
考
え
て

い
る
。

現
在
、
各
地
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
寺
院
の
悉
皆
調
査

の
う

ち
、
日
本
文
学
研
究
者
が
関
わ
る
も

の
と
し

て
、
如
来
寺

(福

島
県
)
・
真
福
寺

(愛
知
県
)
・
勧
修
寺

(京
都
府

)
・
金
剛
寺

(大

阪
府
)
・
善
通
寺

(香
川
県
)
…
等

の
調
査
が
あ

り
、
所
蔵
さ
れ

る
文
献
資
料
全
体
を
対
象
と
す
る
こ
と

に
よ
り
、
個
別

の
資
料

を
対
象
と
す
る
調
査
と
は
異
な
る
成
果
が
期
待

で
き
る
。
こ
れ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

は
、
単
に
調
査
対
象
と
な
る
資
料

の
点
数
が
多

い
と

い
う

こ
と

だ
け
で
な
く
、
資
料
群
を

一
つ
の
集
合
体
と
し

て
捉
え
、
か
つ
、

書
写

・
校
合

・
貸
借

・
伝
授

・
整
理
…
と

い

っ
た
行
為
か
ら
資

料
群

の
動
態

(蔵
書

の
形
成
と
変
容
)
を
通
時

的
に
把
握
す
る

こ
と
に
よ
り
、
関
係
す
る
人
物

・
諸
寺
院

の
知

識
体
系
を
も
關

明
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
き
わ
め
て

重
要
な
視
角

で
あ
り
、
こ
う
し
た
ス
タ
ン
ス
に
よ
る
調
査
対
象

寺
院
の
拡
大
は
、
日
本
文
学
の
み
な
ら
ず
、
多

分
野
の
研
究
に
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大
き
な
成
果
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
ろ
う
。

宝
珠
院
調
査
は
こ
う
し
た
研
究
動
向
の

一
翼
を
担
う
こ
と
に

な
り
、

一
方

で
ま
た
、
大
阪
市
内
の
寺
院
と
し
て
は
稀
有
な
例

と
な
る
空
襲
を
免
れ
た
資
料
の
多
さ
を
誇
る
寺
院
を
調
査
す
る

こ
と
は
、
研
究
資
源
の
整
備
と
提
供
、
あ
る
い
は
文
化
財
保
存

と

い
う
面
か
ら
も
意
義
深

い
。

そ
れ

に
加
え
て
宝
珠
院

の
特
色
を
述

べ
る
な
ら
ば
、
真
言
宗

寺
院
に
期
待
で
き
る

一
般
的
な
事
項

(密
教
関
係
資
料
の
存
在

・

密
教
諸
流
派
の
伝
授

・
弘
法
大
師
信
仰
…
等
)

の
ほ
か
、
①
寺

院
名

に
も
な

っ
て
い
る
宝
珠

11
如
意
宝
珠
信
仰
、
②
大
阪
天
満

宮
と
の
関
係
、
天
神
信
仰
、
③
山
科
言
経

・
古
田
織
部

・
藤
原

慢
窩
ら
著
名
な
文
化
人
と

の
交
流
…
等
、

い
く

つ
か
の
要
素
を

挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
側
面
に
も
注
意
を
払

い
な

が
ら
進

め
て
ゆ
く
こ
と
で
、
宝
珠
院
を
起
点
と
し
て
浮
か
び
上

が
る
中
世
か
ら
近
代
に
至
る
諸
寺
社

・
人
物
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

が
明
ら

か
と
な
り
、
悉
皆
調
査
と

の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
個
別

の
寺
院

や
地
域
を
越
え
た
思
想
史
的

・
学
問
史
的
研
究
に
資
す

る
成
果
も
期
待
で
き
る
の
で
あ
る
。

[付
記
]
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金

・
挑
戦
的
萌
芽
研
究

「宝
珠
院
所
蔵

資
料
の
基
礎
的
研
究
」
に
よ
る
研
究
成
果
の

一
部

で
あ
る
。
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